
２０１９年  ６月  ３０日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４５９番 & ～立ち上がり歌え～ 

パウロの祈り➁ 

聖  書  ➀ヨハネによる福音書３章１～５節                                                                                 

      ➁ガラテヤ人への手紙３章６～１４節 

特別賛美  倉冨亮太氏＆山中惇史氏 

メッセージ  ①「夢は夜ひらく」大川従道牧師                                                                                                                                        

      ➁「アブラハムの闘い」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５６０番  ～栄光イエスにあれ～ 

祝  祷             〔献金当番：和田姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見つめ続けます～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は「ファミリーの日」のため、第二礼拝後の昼食はありません。 

２．今週の祈祷会：☆早天祈祷会、明日朝６時～。☆木曜午前 10時半～、 

夜７時半～、大川従道牧師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会、土曜夜８時。 

３．土曜午後２時～、城下防災センターにて YCU賛美集会が行われます。 

４．来週日曜礼拝では誕生祝福式。午後は聖書の学び会が行われます。 

 
 
 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔６/３０～７/７〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ヨブ 

１９・２０章 
２１・ 
２２章 

２３－ 
２５章 

２６－ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１・ 
３２章 

３３・ 
３４章 

３５－ 
３７章 

新約 
使徒行伝 
９：２３－４３ 

１０：１ 
－２３ 

１０：２４ 
－４８ 

１１章 １２章 
１３：１ 
－２３ 

１３：２４ 
－５２ 

１４章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

７/14(日):聖餐式/執事会 25(木):WOGA 28(日):聖歌隊 



 
 
 
 
 
 
  
「もはやユダヤ人もそれ以外の人もなく、奴隷も自由人もなく、男も女もない。というのは、あ

なたがたは皆キリスト･イエスを信じて一体となったからである。あなたがたはもうキリストの

ものであるのだから、アブラハムの本当の子孫であり、神の約束の相続人である。」 

         ガラテヤ人への手紙3章28･29節〔現代訳〕 
 

Ｇ２０が大阪で開幕しました。議長としての安倍首相の裁量が問われます。また、参

院選も来月２１日に行われます。しかし、自民党第一党状態は決して揺るがないので

すから、首相としては全く危機感を感じてはおられないことと思いますが、逆に私たち国

民は限られた狭い選択肢の中で投票をしなければならない中で、実際には苦しい選挙

となってしまっています。しかし、そのようなフラストレーションを抱えた状態は国際社会で

も同様にあるように感じます。 

そんな状況にあって、教会は現代の預言者として、神の代弁者として、聖書から明

確にメッセージを語らなければなりません。 

今回は「信仰の父」と呼ばれるアブラハムが登場します。三大唯一神教と呼ばれる、

ユダヤ教、キリスト教、そして、イスラム教にとっての父祖と呼ばれる人物です。この三つ

の宗教が今でも争いの火種となっている訳ですが、その元となった、また、その元を作っ

たとも言える人物がこのアブラハムでした。しかし、キリスト教が生れたときも、イスラム教

が生れたときもアブラハムはこの世にはいませんでした。ですから、現在の争いを見て、彼

はどう考えるだろうかと思います。アブラハムも自身の人生の中で大きな闘いを経験しま

した。その闘いは信仰の闘いでした。しかも、時間をかけて待つという闘いでした。それが

できずに、彼自身も失敗してしまったのですが、息子たち、子孫たちのことを考えた時に、

すべては神様の手の中にあるということを信じてこの世を去ったと思います。息子たちが

多くの民族の族長となり、イサクの子孫、ヤコブの子孫がイスラエル民族となりましたが、

アブラハムのその他の子孫たちがその敵となっていったということが聖書を見ると良く分かり

ます。そして、アブラハムの妻サラの奴隷がアブラハムに産んだイシュマエルが現在のイス

ラム教の元となったアラビア人の祖先となったと言われていますが、その火種は継続して

存在しています。しかし、アブラハムも、またイエス様ご自身も、また、パウロ自身も信仰

によって義とされるという世界を信じて、すべてを神に委ねました。 

だから、私たちも信仰に立って、すべての源である父なる神様ご自身に、すべての出

来事をお委ねしていく必要があります。アブラハムのように、主は真実な方で、すべてを

益としてくださると信じて、お委ねし、待ち望んでいきたいと願います。 

「アブラハムの闘い」 
～神にすべてを委ねる信仰～ 


